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１ 期間

２ 最終目標

調査、基本計画、設計、環境影響評価等を着実に進め、事業化する
ことで、本事業が今後の国内洋上風力事業のモデルとなること

開始 ：２０１８年１１月
終了（予定）：２０２２年 ２月

１ 期間 ／ ２ 最終目標
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３ 成果・進捗概要

（１）背景

・2017年2月 北九州市の公募「響灘洋上風力発電施設の設置

・運営事業者」において、事業実施予定者として

九電みらいエナジー(株)を代表企業とする計５社

のコンソーシアムが選定（改正港湾法第一号案件）

・2017年4月 ひびきウインドエナジー（株）設立

・2018年1月 北九州市と基本協定締結

（２）開発規模

・北九州港湾区域内（約2,700ha）： 最大220MW 3 / 15

３ 成果・進捗概要

株主構成
および

出資比率

九電みらいエナジー(株) 30％

電源開発(株) 40％

(株)北拓 10％

西部ガス(株) 10％

(株)九電工 10％
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３ 成果・進捗概要

Aエリア

Bエリア

Cエリア

Dエリア
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（３）事業実施海域

風車設置予定エリア

出典/北九州市の資料をもとに加筆
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風車部材

・風車部材の仮置き、組立て
・出荷前試験

洋上風力発電

・海域調査
・建設、運転、メンテナンス、
撤去

風車設置船の岸壁

・風車部材受入れ/積み出し
・風車基礎の積み出し

背後地

・運転、メンテナンス拠点
・風車基礎の制作

出典/北九州市パンフレット「グリーンエネルギーポートひびきのご案内」をもとに修正、加筆

３ 成果・進捗概要

（３）事業実施海域

基地港湾のイメージ
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（４）事業の体制図

ＮＥＤＯ

ひびきウインドエナジー（株）

1/2助成

【委託】

コスト検証

九電みらいエナジー(株)

設計（基礎）

電源開発(株)

【外注】

風況調査
海域調査
環境影響評価
基本計画
設計(基礎以外)

３ 成果・進捗概要
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事 業 内 容 事 業 目 的

風 況 調 査
NEDO実証研究で設置された洋上観測塔に加え、３Ｄドップラー
ライダーでの風況観測を追加し発電量評価の精度向上を図る

海 域 調 査
風車配置の計画、支持構造物の設計に不可欠な海底地形、
地質情報を取得する

環 境 影 響
評 価

大規模着床式洋上風力発電事業における環境影響評価の
事例（モデル）となる

基 本 計 画
各種調査結果を反映した風車配置、支持構造物の概略設計
を行う

設 計
法令等の要求事項への適合性、構造的安全性を確保した
設計を行う

コスト検証
総事業費(ＣＡＰＥＸ)、運転・保守費(ＯＰＥＸ)を精査し、コスト
データを取りまとめ、参考事例となる

（５）開発事業内容/目的

３ 成果・進捗概要
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（６）研究開発スケジュール

事 業 内 容 2017 2018 2019 2020 2021

風 況 調 査

海 域 調 査

環 境 影 響
評 価

基 本 計 画

設 計

コスト検証

３ 成果・進捗概要
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＜2017年度＞

2017年4月 ひびきウインドエナジー株式会社設立

6月 風況観測開始

7月 海域調査開始

8月 環境影響評価開始

11月 環境影響評価配慮書 経済産業大臣意見発出

2018年1月 「響灘洋上風力発電施設の設置・運営事業」に係る基本協定締結

3月 環境影響評価方法書届出

＜2018年度＞

2018年4月 環境影響評価 現況調査開始

9月 環境影響評価方法書 経済産業大臣勧告発出

11月 NEDO課題設定型産業技術開発費助成金交付決定

＜2019年度＞

6月 海底ケーブル敷設海域調査開始

３ 成果・進捗概要
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（７）実施内容（経緯）



©2019 ひびきウインドエナジー㈱

o ２つの異なる手法にて洋上風況観測データを取得
■ 鉛直観測：ＮＥＤＯ洋上風況観測塔（電源開発所有）にて風況を観測
■ 水平観測：３Ｄドップラーライダーを洋上観測塔に設置し、風況を観測

ライダー外観

【風況観測機器】

洋上観測塔外観

３ 成果・進捗概要
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【風況観測結果（洋上風況観測塔）】

風向出現率 風向別平均風速

観測期間 ： 2018年1月～2018年12月
平均風速 ： 6.7m/s
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（７）実施内容（風況調査）
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o ボーリング、ＣＰＴ及びＨ鋼サウンディングによる地質データを取得済

（調査結果を取りまとめ中）

３ 成果・進捗概要

海上ボーリング（明辰1号）

海上ボーリング（オリオン）

CPT船（ポセイドン）

H鋼サウンディングボーリングコア

ボーリング船上作業の様子
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（７）実施内容（海域調査）
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o 方法書段階まで完了

o 現況調査では、現状の騒音や景観、大気質の調査、鳥類・コウモリ類の

調査、魚類・哺乳類や藻場の調査等を実施

調査項目
○ 大気質(窒素酸化物) 

○ 騒音・低周波音

○ 水質

○ 鳥類(渡り鳥含む)

○ 魚類等の遊泳動物

○ 底生生物

○ 卵・稚仔

○ 動物プランクトン

○ 藻場に生息する動物

○ 植物プランクトン

○ 藻場の生育環境調査

○ 海藻藻類

○ 景観

○ 水中騒音・海底振動

３ 成果・進捗概要

鳥類調査

各調査のイメージ

景観の調査

騒音測定

大気質調査
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（７）実施内容（環境影響評価）

写真提供/一般財団法人日本気象協会
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o 世界の風車メーカーの動向を踏まえ、機種候補を選定中

３ 成果・進捗概要

項 目 風車メーカー別ラインナップ

メーカー

MHI Vestas Offshore 
Wind A/S

SIEMENS GAMESA GE Energy

風車機種名 V174-9.5 MW SG 8.0-167 DD SG 10.0-193 DD Haliade-X 12 MW

定格出力 9.5MW 8.0MW 10.0MW 12.0MW

ブレード配置 アップウインド 同左 同左 同左

ロータ径 174m 167m 193m 220m

ギアボックス 有 無（ダイレクトドライブ） 無（ダイレクトドライブ） 無（ダイレクトドライブ）

出典/各社ホームページより
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（７）実施内容（風車機種）
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種 類 ジャケット式 重力式 モノパイル式

概念図

構造

海底地盤に貫入した複数の小
口径の杭で鋼管トラスを固定す
る構造

海底面に構築したマウンドに構
造物を沈設させ、その上部に大
口径鋼管や鋼管トラスを固定す
る構造

大口径の単杭(モノパイル)を海
底地盤に貫入するシンプルな構
造

適用
土質

軟弱な地盤～堅硬な地盤
（砂層、粘土層、岩盤）

堅硬な地盤
（岩盤、強固な地盤）

軟弱な地盤～やや堅硬な地盤
（砂層、粘土層）

o 海域調査結果等を踏まえ、基礎形式を選定中

３ 成果・進捗概要

出典/ＮＥＤＯ 再生可能エネルギー技術白書（第２版）に加筆 14 / 15

（７）実施内容（支持構造物）
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４ これまでの成果と今後の予定

15 / 15

o 環境影響評価は、方法書手続きまで完了

o 風況調査は、洋上観測塔で風況データを取得するとともに、

３Ｄドップラーライダーデータの活用に向けた精度検証を実施中

o 海域調査は、基礎型式の決定に必要なボーリング調査等を実施

し、評価中

o 今後は、風況・海域調査結果を踏まえ、風車機種・配置や基礎

形式の候補選定、電気設備等の設計や施工方法の検討などを推進

o 2021年度に成果(コスト検証)を取りまとめ、2022年度の着工を目指す



ご清聴ありがとうございました。


